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情報公開と⾃⼰表現
授業案の発表
発表を通して授業案を改善する
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POSITION 説明
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ここまでの流れ

第13回

ラフを作る

授業の骨格を考える

第14回

整える

発表できる形にする

第15回

発表する

改善点を見つける

変更：第16回は行わず、改善版は7月30日（木）までに提出します。



FLOW 説明
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今⽇の流れ
発表・記録・コメント・修正方針までを1セットにする

時間の目安：準備10〜15分／発表60分／振り返り10分

① 当日発表版を提出し、準備する ⑥ 発表者は修正メモを書く

② じゃんけんで発表順を決める ⑦ 発表者用フォームで振り返る

③ 1人ずつ発表する ⑧ 改善課題と提出物を確認する

④ 聴衆用フォームに入力する

⑤ よい点と修正点を伝える



PREP 準備
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最初の10〜15分
提出・準備タイム

やること

① 第14回に提出した発表版を開く

② 第14回フォームが未提出なら回答する

③ 実際に使うファイルを「当日発表版」として提出する

④ 8項目とPowerPointのノート欄を最終確認する

発表開始後は、自分のスライドを編集しない。



ORDER 準備
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発表順
準備後に、じゃんけんで決める

全員が同じ条件で発表する

① 準備時間内に、当日発表版を提出する

② じゃんけんで発表順を決める

③ 決まった順番で進める

④ 発表が始まったら、聞き手に集中する

順番が後でも、発表中の編集はしない。



RULE 発表
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発表の基本ルール
1人20分枠

聞き手は発表中から入力し、記録2分で聴衆用フォームを送信する

① 発表 15分以内

② 記録 2分

③ コメント 2分

④ 発表者の修正メモ 1分

中心発問や活動の一部を実演する。



PRESENT 発表
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発表で必ず話すこと
まだ迷っている点も、改善の出発点にする

授業の骨格と、まだ迷っている点まで伝える

①対象

②中心発問

③高校生に見せる場面

④判断が分かれるところ

⑤生徒の活動

⑥生徒の提出物

⑦教師として気をつけること

⑧まだ迷っている点



LISTEN 聞く
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聞き⼿の役割
聴衆用フォームは、他者2名に1回ずつ送信する

見る観点：危険探しだけで終わらず、条件によって判断が分かれるか

① 中心発問は考えたくなる問いか

② 場面は具体的か

③ 判断が分かれるジレンマになっているか

④ 活動は中心発問につながっているか

⑤ 提出物から生徒の学びが見えそうか

⑥ 自分の授業案に取り入れたい点はあるか



COMMENT コメント
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コメントの型
よい点を1つ、修正するとさらによくなる点を1つ

よいと思った点は、〇〇です。

さらによくするなら、〇〇をもう少し具体化するとよいと思いました。

修正点は批判ではなく、改善提案として伝える。



REVISION 改善
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発表者の修正メモ
コメントを、改善方針に変える

1分では、最優先の1点だけでもよい

① いま聞いて納得したコメント

② 次に直すところ

③ 直す優先順位

④ まだ迷っているところ

このメモが、1週間後の改善の出発点になる。



PRESENT 1 発表
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発表1
記録・コメント・修正メモまで行う

発表者：

聞き手 聴衆用フォームに入力し、記録2分で送信する

発表後 記録・送信 → コメント → 発表者の修正メモ



PRESENT 2 発表
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発表2
記録・コメント・修正メモまで行う

発表者：

聞き手 聴衆用フォームに入力し、記録2分で送信する

発表後 記録・送信 → コメント → 発表者の修正メモ



PRESENT 3 発表
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発表3
記録・コメント・修正メモまで行う

発表者：

聞き手 聴衆用フォームに入力し、記録2分で送信する

発表後 記録・送信 → コメント → 発表者の修正メモ



FORM フォーム
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⾃分の発表を振り返る
コメントを受けて、改善の優先順位を決める

発表者用振り返りフォームに1回回答する

① うまく伝えられた点

② 説明してみて足りないと感じた点

③ コメントを受けて直したい点

④ 次に直す優先順位

中心発問／場面／ジレンマ／生徒の活動
生徒の提出物／ノート欄／説明の仕方／教師としての配慮



NEXT STEP 改善
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1週間で改善版を仕上げる
提出期限 7月30日（木）

発表後の改善は、課題で行う

① コメントと自分の振り返りを読み直す

② 最優先の1〜2点を選び、PowerPointとノート欄を直す

③ 50分授業として流れを確認する

④ どこを、なぜ、どう直したかを改善記録に残す

発表版は上書きせず、別名で保存する。
例：学籍番号_氏名_情報公開と自己表現授業v2.pptx



SUMMARY まとめ
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3つの題材を通して

YAさんの案

生成AI

問いの立て方を考える

MUさんの案

SNS投稿と個人情報

・プライバシー

MIさんの案

情報公開と自己表現

公開と表現の条件を考える

題材 → 中心発問 → 具体的な場面 → ジレンマ
→ 生徒の活動 → 生徒の提出物 → 発表 → 改善



SUBMIT 提出
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提出確認
今日の発表を、改善版につなげる

① 今日：当日発表版PowerPoint

② 今日：聴衆用フォーム（2回）・発表者用フォーム（1回）

③ 7月30日（木）まで：改善版PowerPointと改善記録フォーム

前期の3つの授業づくりは今日で一区切り。後期も授業は続きます。
第3サイクルは、改善版の提出で完了します。


